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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月10日(2014.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３’－３’付着を介して結合する２つの一本鎖オリゴリボヌクレオチドから本質的にな
る、ＴＬＲ８、ＴＬＲ７およびＴＬＲ８、またはＴＬＲ７に対する生物学的に安定であり
生物学的に活性なアゴニストであって、各オリゴリボヌクレオチドは長さが８～１７リボ
ヌクレオチドであり、オリゴリボヌクレオチドの配列が同一であり、およびアゴニストが
脂質と結合されていない、ポリエチレンイミンで凝集されていない、または、ＤＯＴＡＰ
と複合化されていない、前記アゴニスト。
【請求項２】
　オリゴリボヌクレオチドが、３’末端で互いに直接結合する、請求項１に記載のアゴニ
スト。
【請求項３】
　オリゴリボヌクレオチドの３’末端が、非ヌクレオチドリンカーと結合する、請求項１
に記載のアゴニスト。
【請求項４】
　非ヌクレオチドリンカーが、アルキルリンカーまたはアミノリンカーであり、ここでア
ルキルまたはアミノリンカーは、任意に、分枝または非分枝、環状または非環状、置換ま
たは非置換、飽和または不飽和、キラル、アキラルまたはラセミ混合物であってよい、請
求項３に記載のアゴニスト。
【請求項５】
　アルキルリンカーが、約２～約１８個の炭素原子を有する、請求項４に記載のアゴニス
ト。
【請求項６】
　アルキルリンカーが、約３～約９個の炭素原子を有する、請求項４に記載のアゴニスト
。
【請求項７】
　アルキルリンカーが、１，２，３－プロパントリオール、グリセロール、１，２，４－
ブタントリオール、２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール、１，１，１－ト
リス（ヒドロキシメチル）エタン、２－アミノ－２－（ヒドロキシメチル）１，３－プロ
パンジオール、トリス（ヒドロキシメチル）ニトロメタン、１，１，１－トリ（ヒドロキ
シメチル）プロパン、１，２，６－ヘキサントリオール、１，３，５－ヘキサントリオー
ル、１，３，５－ペンタントリオール、３－メチル－１，３，５－ペンタントリオール、
１，２，３－ヘプタントリオール、２－（ヒドロキシメチル）１，４－ブタンジオール、
１，３－ジ（ヒドロキシメチル）フェノール、１，３，５－トリ（ヒドロキシメチル）ベ
ンゼン、１，３－ジ（ヒドロキシエトキシ）－２－ヒドロキシ－プロパン、１，３－ジ（
ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシ－プロパン、Ｄ－ガラクタール、１，３，５－
トリス（２－ヒドロキシエチル）シアヌル酸または１，３，５－トリス（４－ヒドロキシ
フェニル）ベンゼンから選択される、請求項４に記載のアゴニスト。
【請求項８】
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　オリゴリボヌクレオチドが、修飾リボヌクレオチドを含む、請求項１に記載のアゴニス
ト。
【請求項９】
　修飾オリゴリボヌクレオチドが、７－デアザ－Ｇ、アラ－Ｇ、６－チオ－Ｇ、イノシン
、イソ－Ｇ、ロキソリビン、ＴＯＧ（７－チオ－８－オキソ）－Ｇ、８－ブロモ－Ｇ、８
－ヒドロキシ－Ｇ、５－アミノホルマイシンＢ、オキソホルマイシン、７－メチル－Ｇ、
９－ｐ－クロロフェニル－８－アザ－Ｇ、９－フェニル－Ｇ、９－ヘキシル－グアニン、
７－デアザ－９－ベンジル－Ｇ、６－クロロ－７－デアザグアニン、６－メトキシ－７－
デアザグアニン、８－アザ－７－デアザ－Ｇ（ＰＰＧ）、２－（ジメチルアミノ）グアノ
シン、７－メチル－６－チオグアノシン、８－ベンジルオキシグアノシン、９－デアザグ
アノシン、９－ベンジル－８－ヒドロキシ－２－（２－メトキシエトキシ）アデニン、２
－アミノ－Ｎ２－Ｏ－、メチルアデノシン、８－アザ－７－デアザ－Ａ、７－デアザ－Ａ
、ビダラビン、２－アミノアデノシン、Ｎ１－メチルアデノシン、８－アザアデノシン、
５－ヨードツベルサイジン、１－（Ｂ－Ｄ－リボフラノシル）－２－オキソ－７－デアザ
－８－メチル－プリンもしくは４－チオ－Ｕまたはこれらの組み合わせである、請求項８
に記載のアゴニスト。
【請求項１０】
　さらに５’キャップを含む、請求項１に記載のアゴニスト。
【請求項１１】
　５’キャップが、非ヌクレオチドリンカーである、請求項１０に記載のアゴニスト。
【請求項１２】
　それぞれの一本鎖オリゴリボヌクレオチドが、８、９、１０、１１、１４または１７リ
ボヌクレオチドの長さである、請求項１に記載のアゴニスト。
【請求項１３】
　それぞれの一本鎖オリゴリボヌクレオチドが、１１リボヌクレオチドの長さである、請
求項１に記載のアゴニスト。
【請求項１４】
　アゴニストが、
（ａ）５’－ＵＧ１ＣＵＧ１ＣＵＵＣＵＧ１－Ｘ－Ｇ１ＵＣＵＵＣＧ１ＵＣＧ１Ｕ－５’
（５’－配列番号１１－３’－Ｘ－３’－配列番号１１－５’；ＳＩＭＲＡ＃１１）
（ｂ）５’－Ｘ２ＵＧＣＵＧＣＵＵＧＵＧ－Ｘ－ＧＵＧＵＵＣＧＵＣＧＵＸ２－５’（５
’－Ｘ２配列番号３０－３’－Ｘ－３’－配列番号３０Ｘ２－５’；ＳＩＭＲＡ＃３０）
（ｃ）５’－Ｘ３ＵＧＣＵＧＣＵＧＣＵＧ－Ｘ－ＧＵＣＧＵＣＧＵＣＧＵＸ３－５’（５
’－Ｘ３配列番号４１－３’－Ｘ－３’－配列番号４１Ｘ３－５’；ＳＩＭＲＡ＃４１）
（ｄ）５’－ＵＧ１ＣＵＧ１ＣＵＵＣＵＧ１－Ｘ１－Ｇ１ＵＣＵＵＣＧ１ＵＣＧ１Ｕ－５
’（５’－配列番号５５－３’－Ｘ１－３’－配列番号５５－５’；ＳＩＭＲＡ＃５５）
（ｅ）５’－ＵＵＧ１ＣＵＧ１ＵＵＧ１ＣＵ－Ｘ－ＵＣＧ１ＵＵＧ１ＵＣＧ１ＵＵ－５’
（５’－配列番号６５－３’－Ｘ－３’－配列番号６５－５’；ＳＩＭＲＡ＃６５）
（ｆ）５’－ＵＧ１ＣＣＵＵＧ１ＡＡＣＵ－Ｘ－ＵＣＡＡＧ１ＵＵＣＣＧ１Ｕ－５’（５
’－配列番号６６－３’－Ｘ－３’－配列番号６６－５’；ＳＩＭＲＡ＃６６）
（ｇ）５’－Ｇ１ＵＣＣＵＵＣＵＣＵＧ１－Ｘ－Ｇ１ＵＣＵＣＵＵＣＣＵＧ１－５’（５
’－配列番号１０５－３’－Ｘ－３’－配列番号１０５－５’；ＳＩＭＲＡ＃１０５）
（ｈ）５’－Ｘ２Ｇ１ＵＣＣＵＵＧ１ＣＵＵＧ１－Ｘ－Ｇ１ＵＵＣＧ１ＵＵＣＣＵＧ１Ｘ

２－５’（５’－Ｘ２配列番号１０９－３’－Ｘ－３’－配列番号１０９Ｘ２－５’；Ｓ
ＩＭＲＡ＃１０９）
（ｉ）５’－ＵＧ１ＣＵＧ１ＣＣＵＵＵＧ１－Ｘ－Ｇ１ＵＵＵＣＣＧ１ＵＣＧ１Ｕ－５’
（５’－配列番号１１０－３’－Ｘ－３’－配列番号１１０－５’；ＳＩＭＲＡ＃１１０
）または
（ｊ）５’－Ｇ１ＵＣＣＵＵＵＧ１ＣＵＧ１－Ｘ９－Ｇ１ＵＣＧ１ＵＵＵＣＣＵＧ１－５
’（５’－配列番号１１３－３’－Ｘ９－３’－配列番号１１３－５’；ＳＩＭＲＡ＃１
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１３）；
ここで、Ｇ１は７－デアザ－Ｇであり、Ｘはグリセロールであり、Ｘ２はＣ３リンカーま
たはプロパンジオールであり、Ｘ１は１，３，５－ペンタントリオールであり、Ｘ３はＣ
３リンカーまたはプロパンジオールであり、Ｘ９はｃｉｓ，ｔｒａｎｓ－シクロヘキサン
トリオールである、
である、請求項１に記載のアゴニスト。
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